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I n d e x
提案タイトル 対象工程・管理項目など 装置名

1.２軸傾斜計を用いたリアルタイム

建ち管理

（回転杭・地盤改良）

[リアルタイム建ち管理]

回転杭・地盤改良掘削における鉛直精度

リアルタイムモニタ

ｲﾝｸﾗｲﾝﾓﾆﾀ

２.２軸傾斜計を用いたリアルタイム

建ち管理

（非回転 鋼管杭）

[リアルタイム建ち管理]

非回転・鋼管杭における鉛直精度、リアルタ
イムモニタ

ｲﾝｸﾗｲﾝﾓﾆﾀ

３.２軸傾斜計を用いたリアルタイム

建ち管理

（バイブロ施工）

[リアルタイム建ち管理]

バイブロによる鋼管杭鉛直精度、リアルタイ
ムモニタ

ｲﾝｸﾗｲﾝﾓﾆﾀ

４.２軸傾斜計を用いたリアルタイム

建ち管理

（矢板など）

[リアルタイム建ち管理]

矢板などの鉛直精度、リアルタイムモニタ

ｲﾝｸﾗｲﾝﾓﾆﾀ

５.機械データを用いた支持層の監視

オールケーシング、鋼管杭掘削

[支持層確認]

掘削トルク・掘削深度・支持層の想定

Geoﾓﾆﾀ

６.杭のＧＰＳによる杭心誘導 ［杭心誘導］

杭の杭心、移動体の位置のリアルタイム

誘導（ＧＰＳ）

杭心誘導

７.杭・導材などの自動追尾測量装置・
ＧＰＳによる杭心誘導

［杭心誘導］

杭の杭心、導材などの位置、移動体の

位置の自動追尾リアルタイム誘導（ＴＳ）

杭心誘導

測量

適応工事 提案項目

アースドリル工法 １・５・６・７

オールケーシング工法 １・５・６・７

地盤改良工法 １・２・６・７

パイルドライバー３点式既成杭工法 １・２・５・６・７

バイブロ・パイラー工法 ３・６・７

商品提供形態 提案項目 現場納品期間

レンタル １・２・３・４・５・６・７ 約１ヶ月

装置取付け工事を含む レンタル １・２・３・４・５・６・７ 約２ヶ月

計測請負 １・２・３・４・５・６・７ 約２週間



１． ２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（回転杭・地盤改良）

ﾘｱﾙﾀｲﾑ計測

精度管理モニタ 傾斜角管理画面

x

y

無線通信

２軸傾斜計を用いたリアルタイムでのケーシングや既成杭鉛直精度管理で、

掘削過程で回転杭の鉛直姿勢の補正操作を実現します。

ジャッキ操作者単独で鉛直精度管理を実現します。

管理円

現在姿勢

油圧ジャッキ

●従来手法

ケーシングに２軸センサを接触させ、
ケーシング姿勢角をナライ計測する。

●提案手法

２軸センサ

ケーシング

ナライ機構



【提案タイトル】

２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（回転杭・地盤改良）

【提案の目的と概要】

・従来手法 回転杭等の鉛直精度は、下げ振り・水糸、トランシットを用いて計測管理される。

・従来手法課題 これら計測手法を用いた回転杭の姿勢操作は、ジャッキ操作者以外に、別途計
測者を必要とし、また数分の計測時間を要する為、鉛直精度管理は、熟練を要し、
かつ掘削圧入過程での姿勢補正は非常に困難な作業である。

・提案目的 本提案は、回転杭や地盤改良機の鉛直精度を２軸傾斜計を用いてリアルタイム
に計測し、掘削過程での鉛直精度をジャッキ操作者単独で確認・補正する。

・提案手法 回転杭などの鉛直角の計測は、回転体・杭外周を把持するベース部に

搭載した２軸傾斜計で計測し、計測結果を無線で操作盤に配置した小型PCへ送
信表示する。

操作者は、PCモニタに表示される杭や地盤改良機の鉛直精度を観察しながら、
姿勢角を補正操作する。

【提案の特徴と効果】 場所打ち・既成杭の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 杭の鉛直角を1/300の精度でリアルタイム計測し、現在の杭の姿勢角と鉛直度の
誤差量を操作者へモニタで図化表示する。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

操作者が、モニタに表示される鉛直精度管理円に、

現在の杭の姿勢角が適合するよう、操作を行う。

・定量的表現 建ち精度１/３００でモニタ表示される 鉛直精度管理図と実測傾斜角 をもとに、

杭などを１/１００の精度で鉛直操作する。

従来のように、計測者や合図者は不要で操作者単独での作業が可能となる。

【その他】

・留意事項 施工前に、全周機や杭打ち機へ傾斜計の取付け工事が必要です。



2． ２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（非回転・鋼管杭）

２軸傾斜計を用いたリアルタイムでの鋼管杭施工において、掘削過程で鋼管杭の

鉛直姿勢を計測・誤差表示を実現できます。杭の建ち精度管理が無人化かつリアル

タイムで可能になります。回転杭・打撃杭・地盤改良機いずれにも対応しております。

■対応可能な鋼管杭工法 ■クレーンオペ席ＰＣモニタ・帳票

■鋼管杭センサ

地盤改良機



【提案タイトル】

２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（非回転・鋼管杭）

【提案の目的と概要】

・従来手法 鋼管杭の鉛直精度は、下げ振り・水糸、トランシットを用いて計測管理される。

・従来手法課題 これら計測手法を用いた鋼管杭の姿勢操作は、クレーン操作者以外に、別途計
測者を必要とし、また数分の計測時間を要する為、鉛直精度管理は、熟練を要し、
かつリアルタイム性に欠けるために、修正動作が遅延し杭曲りの原因となる。

・提案目的 本提案は、バイブロなどによる鋼管杭施工時の鉛直精度を２軸傾斜計を用いてリ
アルタイムに計測し、掘削過程での鉛直精度をクレーン操作者単独で確認・補正
する。

・提案手法 鋼管杭の鉛直角の計測は、杭心敷鉄板にピン方式でローラー型検知部を据付け
（圧入・振動は縦型ローラ、回転式は水平ローラ）鋼管杭の建ちを直接検出し、そ
の建ちを２軸傾斜計（縦横方向検知）で計測し計測結果を無線で操作盤に配置し
た小型PCへ送信表示する。

操作者は、PCモニタに表示される鋼管杭の鉛直精度を観察しながら、姿勢角を
補正操作する。

【提案の特徴と効果】 鋼管杭の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 杭の鉛直角を1/300の精度でリアルタイム計測し、現在の杭の姿勢角と鉛直度の
誤差量を操作者へモニタで図化表示する。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

操作者が、モニタに表示される鉛直精度管理円に、

現在の杭の姿勢角が適合するよう、操作を行う。

・定量的表現 建ち精度１/３００でモニタ表示される 鉛直精度管理図と実測傾斜角 をもとに、

杭などを１/１００の精度で鉛直操作する。

従来のように、計測者や合図者は不要で操作者単独での作業が可能となる。

【その他】

・留意事項 圧入以外の打撃・バイブロの場合振動の強度により耐震検討が必要です。



３． ２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（バイブロ施工）

２軸傾斜計を用いたリアルタイムでのバイブロ式鋼管杭施工において、

掘削過程で鋼管杭の鉛直姿勢の補正操作を実現します。

クレーン操作者単独で鉛直精度管理を実現します。

■鋼管杭傾斜計設置状況 ■クレーンオペ席ＰＣモニタ

■打設状況



【提案タイトル】

２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（鋼管杭・バイブロ施工）

【提案の目的と概要】

・従来手法 鋼管杭の鉛直精度は、下げ振り・水糸、トランシットを用いて計測管理される。

・従来手法課題 これら計測手法を用いた鋼管杭の姿勢操作は、クレーン操作者以外に、別途計
測者を必要とし、また数分の計測時間を要する為、鉛直精度管理は、熟練を要し、
かつリアルタイム性に欠けるために、修正動作が遅延し杭曲りの原因となる。

・提案目的 本提案は、バイブロなどによる鋼管杭施工時の鉛直精度を２軸傾斜計を用いてリ
アルタイムに計測し、掘削過程での鉛直精度をクレーン操作者単独で確認・補正
する。

・提案手法 鋼管杭の鉛直角の計測は、杭外周に直接据え付けた２軸傾斜計で計測し、計測
結果を無線で操作盤に配置した小型PCへ送信表示する。

操作者は、PCモニタに表示される鋼管杭の鉛直精度を観察しながら、姿勢角を
補正操作する。

【提案の特徴と効果】 鋼管杭の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 杭の鉛直角を1/300の精度でリアルタイム計測し、現在の杭の姿勢角と鉛直度の
誤差量を操作者へモニタで図化表示する。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

操作者が、モニタに表示される鉛直精度管理円に、

現在の杭の姿勢角が適合するよう、操作を行う。

・定量的表現 建ち精度１/３００でモニタ表示される 鉛直精度管理図と実測傾斜角 をもとに、

杭などを１/１００の精度で鉛直操作する。

従来のように、計測者や合図者は不要で操作者単独での作業が可能となる。

【その他】

・留意事項 バイブロの振動波形における耐震検討が必要です。



４． ２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（矢板）

２軸傾斜計を用いたリアルタイムでの矢板施工において、

掘削過程で矢板の鉛直姿勢の補正操作を実現します。

クレーン操作者単独で鉛直精度管理を実現します。

■矢板傾斜計設置状況 ■ＰＣモニタ

■打設状況



【提案タイトル】

２軸傾斜計を用いたリアルタイム建ち管理（矢板）

【提案の目的と概要】

・従来手法 矢板の鉛直精度は、下げ振り・水糸、トランシットを用いて計測管理される。

・従来手法課題 これら計測手法を用いた矢板の姿勢操作は、クレーン操作者以外に、別途計測
者を必要とし、また数分の計測時間を要する為、鉛直精度管理は、熟練を要し、
かつリアルタイム性に欠けるために、修正動作が遅延し杭曲りの原因となる。

・提案目的 本提案はパイラーなどによる矢板杭施（土留め・仮仕切りなど）の鉛直精度を２軸
傾斜計を用いてリアルタイムに計測し、掘削過程での鉛直精度をクレーン操作者
単独で確認・補正する。

・提案手法 矢板の鉛直角の計測は、矢板に直接据え付けた２軸傾斜計で計測し、計測結果
を無線で小型PCへ送信表示する。

操作者は、PCモニタに表示される矢板の鉛直精度を観察しながら、姿勢角を補
正操作する。

【提案の特徴と効果】 矢板の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 矢板の鉛直角を1/300の精度でリアルタイム計測し、現在の矢板の姿勢角と鉛
直度の誤差量を操作者へモニタで図化表示する。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

操作者が、モニタに表示される鉛直精度管理円に、

現在の矢板の姿勢角が適合するよう、操作を行う。

・定量的表現 建ち精度１/３００でモニタ表示される 鉛直精度管理図と実測傾斜角 をもとに、

矢板などを１/１００の精度で鉛直操作する。

従来のように、計測者や合図者は不要で操作者単独での作業が可能となる。

【その他】

・留意事項 矢板形状に伴う治具の製作が必要です。



５．機械データを用いた支持層の監視オールケーシング、鋼管杭掘削

ジャッキ鉛直度 ジャッキストローク

掘削トルク、掘削深度、ケーシング鉛直度をリアルタイムモニタリング、

地盤柱状図情報と比較観察することで、掘削状況(根入れなど）を管理します。

無線通信

■GEOMONITOR



【提案タイトル】

機械データを用いた支持層の監視オールケーシング、鋼管杭掘削

【提案の目的と概要】

・従来手法 掘削工程における施工管理は、

掘削機の掘削トルクや掘削深度、水糸でのケーシング鉛直性などの掘削情報と、

地盤柱状図や掘削土実物の観察などの地盤情報を管理することで行われる。

・従来手法課題 これら施工管理情報は、多数かつ時々刻々変化するため、

施工過程でリアルタイム性をもち一括管理することは極めて困難で、

これらを統括管理し、施工進捗を検討判断するには熟練を要する。

・提案目的 本提案では、掘削工程における施工情報をリアルタイムに一括管理することで、

掘削工程の精度向上と作業合理化を実現する。

・提案手法 施工情報の一括管理は、掘削施工管理システムGeo-Monitorを用いて行い、

施工機から無線送信される掘削条件と地盤条件をリアルタイムに管理し、

不具合発生時には掘削の修正を施す。

【提案の特徴と効果】 場所打ち・鋼管杭の支持層への根入れ監視・杭の施工品質

≪特徴≫

・新規性 Geo-Monitorで一括管理する施工情報は、

現場柱状図から事前に想定される地盤条件と、

掘削機から取得できる掘削機姿勢角・掘削トルク・掘削深度

の掘削情報であり、これら施工情報をGeo-Monitorシステム画面上で図画するこ
とで一括管理する。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

Geo-Monitorを用いることで、掘削機操作者は、

地盤掘削時のトルク・深度から想定地盤に対する根入れ状況の確認や、

互層掘削時の掘削条件の確認、掘削効率をリアルタイムにモニタできるため、

掘削過程における不具合発見が容易になり、掘削の修正作業を効率的に行える。

・定量的表現

・効果項目

Geoﾓﾆﾀの利用で期待できる施工精度・作業効率は、

ケーシング鉛直精度1/100deg・根入れ確認作業の時間短縮・

地盤柱状図との掘削条件のリアルタイム対比と施工履歴の記録

【その他】

・留意事項 Geo-Monitorシステムをご利用いただく際には、

使用掘削機への各種センサ取付けの事前工事が必要です。

また、使用機械の掘削精度により、管理情報と掘削精度に誤差が発生する

恐れがありますので、ご利用の際は事前にお問合せください。



６．ＧＰＳを用いた杭心誘導システム（場所打ち・鋼管杭・地盤改良）

ＧＰＳを用いた杭心誘導、地盤改良体注入位置管理をワンマン作業かつ高精度に施工
することが可能となり、杭心施工の効率化・品質の向上が可能です。

各工法（場所打ち杭・鋼管杭・地盤改良機）いずれにも対応可能です。

■ＧＰＳアンテナ ■クレーンオペ席誘導画面

■ＧＰＳ基地局）

■誘導用ハンディＰＣ

施工完了

■出来高管理画面



【提案タイトル】

ＧＰＳを用いた杭心誘導システム（場所打ち・鋼管杭・地盤改良）

【提案の目的と概要】

・従来手法 杭の杭心への誘導はあらかじめ設置された杭心ピンを目視しながら、オペレータ
へ手動誘導されていた。

・従来手法課題 クレーンオペおよび誘導者の少なくとも二名体制での作業であり、効率的ではな
い。また重機死角に誘導者が入ると誘導指示が見えないばかりか、危険作業と
なる可能性がある。

また地盤改良では多くの改良位置中心が存在し煩雑なのと、ラップ工法となるた
めに中心精度が要求される。

・提案目的 本提案は、各杭工法における杭心の誘導を重機オペ一名で実現することにより
従来手法の課題を解決するものである。

また地盤改良のような多くの改良中心を都度測量することなく位置出しが可能な
ため作業効率の向上と、精度品質が向上する。

・提案手法 杭打機・改良機のブームやリーダー上の杭心中心にＧＰＳ受信機を設置、あらか
じめ設置したＧＰＳ基準点と杭心ＧＰＳにより測位し、杭打機杭心を算出する。

あらかじめ入力されている各杭心（または改良位置）座標に対し、目標の杭番号
を指定することにより、目標位置への誘導をモニタ上に表示する。

オペレーター一人で作業可能であり、又打ち込み（改良作業）完了にて運転席の
ＰＣに情報入力すれば、出来高管理も可能となる。

【提案の特徴と効果】 鋼管杭の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 測量作業なしで、杭・改良位置中心をリアルタイムに誘導する。

オペレーターのワンマン作業が可能で、作業効率の向上と精度品質の向上が図
れる。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

操作者が、モニタに表示される誘導（方向・距離）を見て重機を操作する。

誘導者は不要であり、またＧＰＳの精度に基づき高精度に杭心を誘導できる。

地盤改良の場合は多くの杭心測量を省き、効率よく施工が可能となる。

また施工完了情報を入力することにより出来高管理も可能となる。

【その他】

・留意事項 ＧＰＳは山間部などの見通し空間が十分確保できない場合など運用時に関して
は現場の地形特性を考量すｒ必要がある。

杭心にＧＰＳ受信機が設置できない場合は、オフセットしＧＰＳアンテナを２基必
要とします。



７． 杭・導材などの自動追尾測量装置・ＧＰＳによる杭心誘導

杭・導材などの構造物の設計位置（杭心など）へ自動追尾型トータルステーション
またはＧＰＳにより自動的に誘導し操作者へＰＣモニタで指示できます。

■自動追尾設置状況 ■ＰＣモニタ

■打設状況



【提案タイトル】

杭・導材などの自動追尾測量装置・ＧＰＳによる杭心誘導

【提案の目的と概要】

・従来手法 杭・導材などの杭心誘導はトランシット・水糸、逃げなどにより行われる

・従来手法課題 非効率かつ精度の担保が難しく、また測量機の視準に測量担当者が必要など

コストの低下も難しい、リアルタイム性も低く困難な作業であった。

・提案目的 本提案は自動追尾型トータルステーションによるプリズムの追尾機能や、

ＧＰＳによるアンテナ位置の座標値から設計位置へ誘導するものである。

・提案手法 自動追尾トータルステーションの場合は、杭心付近にオフセットされたプリズムを

設置しこれを自動追尾し、リアルタイムで座標を算出し杭心への離隔を随時更新
する。

ＧＰＳの場合は杭心付近にアンテナをセットし、その座標値から杭心への離隔を

随時更新する。

【提案の特徴と効果】 矢板の高精度な施工と品質管理

≪特徴≫

・新規性 杭や導材などの芯出しを離れた場所（海上や危険個所など）に設置する杭を、

その場所に人が入らずとも芯出しが可能で、しかもリアルタイムにガイダンスする。

≪効果≫

・施工ﾌﾟﾛｾｽ

・品質・管理

の改善

杭や導材などはリモート観測が可能なため測量対象物への無人化が可能で、

測量作業もリアルタイムで可能。

まだ移動体にも自動追尾やＧＰＳにより追尾測量が可能である。

・定量的表現 測量機の場合は測角精度読みと測量距離により決定される。

ＧＰＳの場合は装置精度に依存する。

高精度なら測量機（1mmオーダー）、中精度ならＧＰＳ（5mmオーダー）で

対応可能である。

【その他】

・留意事項 プリズム設置位置、ＧＰＳアンテナ設置位置および測量視準線などの検討が

必要である。



建設業 大阪府知事許可（般-28）第13546号

クレーン製造許可 大阪労働基準局 大基安許 第206号

大阪府寝屋川市点野 ４丁目１１番７号

電話 :072-829-8101(代表) Fax：072-829-8121

Mail :info@taiyu-corp.com   H P: http://taiyu-corp.com/

『下部工』以外の技術提案もご相談下さい。

キーワード：情報化施工・見える化・計測システム・リアルタイム制御

出来形管理・施工プロセス管理・流体輸送・密度計測

特殊建機・油圧制御・機構開発・無線通信・溶接ロボット

開発・製造 レンタル


